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テキストの読解が成功するためには、読み手は一貫性のある心的表象を構築する必要がある (vanDijk & 
Kintsch，1983)。読解は単語認知、統語分析、意味の構築、推論、背景知識の使用など相互に作用しあう様々
なプロセスから構成される (Grabe& Stol1er， 2002)。この中で、読解中に適切に推論を生成できることは読
解の成功に重要な能力の lつであるとされ、 1970年代後半から認知心理学、心理言語学、教育心理学など
の分野で盛んに研究が行われてきた (e.g.，Bransford & Johnson， 1973; Carrell & Eisterhold， 1983; Schank & 
Abelson， 1977) 0 1990年代には、コンストラクショニスト理論 (theconstructionist theory)、ミニマリスト仮
説 (theminimalist hypothesis)、ランドスケープモデル (thelandscape model) をはじめとして、推論生成に
ついての理論的モデルが数多く提案されている。
しかし、第 l言語 (L1)読解におけるこのような推論研究に比べて、第2言語 (L2)読解における推論
研究は未だに少ないのが現状である (e.g.，Collins & Tajika， 1996; Horiba， 2000; Shimizu， M.， 2005)。日本の英語
教育では、生徒にテキストに明示的に記述されている情報を理解するだけでなく、いわゆる「行聞を読むJ
行為に代表されるテキストの暗示的な情報 (e.g.，テーマ、筆者の意図)を理解することを求めている。しか





されているのかを、特に推論と L1/L2との結びつきの強さの観点から検証すること、 (c) 日本人EFL学習








































Study 1 (実験1に該当)について:本論文ではL2熟達度を主な学習者要因として扱っているが、 Study1に
おいて影響が見られなかったワーキングメモリ (WM)容量については今後更に検証を進める必要がある。













第6章では、 EFL読解における橋渡し推論生成プロセスについて 3つの観点(テキスト特性と L2読解熟
達度の影響、 Ll/L2と推論概念の関係性、橋渡し推論のオンライン生成プロセス)から注意深く考察を行っ
ている。 L2reader、特に L2熟達度の高い学習者がsurfacememoryを記'憶の中に保持していたという結果に
ついて、共鳴プロセスやバイリンガルの記憶表象の観点から考察するなど理論的根拠に基づいた考察がなさ
れている。教育的示唆についても、本研究の結果とその解釈に基づき具体的な指導法を挙げるなど、 L2リー
デイング指導における推論指導の必要性を主張している。
本研究の成果は分野の知識向上への高い貢献や読解研究への大きな寄与が期待され、高く評価できるもの
である。今後は本論文の成果を踏まえ、 Ll推論研究で仮定されている生成プロセスに L2推論生成プロセス
をどのように花、用できるのかについて検討していくことが望まれる。
平成24年1月27司、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で
合格と判定された。
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(言語学)の学位を受けるに十分な資格を
有するものと認める。
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